
（６）

　 　
　
事
務
事
業
の
見
直
し
に
あ
た

　
っ
て
は
、
自
立
を
目
指
す
町
村

　
と
し
て
よ
り
一
層
改
善
し
て
行

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
化

　
す
る
住
民
の
要
望
と
村
の
将
来

　
を
見
据
え
た
施
策
の
対
応
の
た

　
め
、
優
先
順
位
や
重
要
性
な
ど

　
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
、

　
効
率
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
行
政
組
織
も
簡
素
で
実
効
性

　
の
高
い
組
織
改
革
を
行
っ
て
い

　
く
。

　　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
）

　
　
平
成

１７
年
度
中
に
指
定
管
理

　
者
制
度
に
移
行
し
た
も
の
は
、

　
１４
施
設
中

１３
施
設
と
な
っ
た
。

　
移
行
し
た
施
設
は
次
の
と
お
り

　
で
あ
る
。

　
　
８
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
９
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
国
民
宿
舎
や
ま
び
こ
荘

　
　
国
民
宿
舎
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ

　
　
川
和
自
然
公
園
ま
ほ
ー
ば
の
森

　
　
三
岐
学
生
の
家

　
　
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
銘
木
工
芸
館･

地
場
産
業
育
成
施
設

　
　
道
の
駅
う
え
の
駅
舎

　
　
ふ
れ
あ
い
館

 

（
運
転
業
務
等
の
委
託
）

　
　
公
用
車
管
理
業
務

　
　
福
祉
バ
ス

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
ゴ
ミ
収
集
車

　
　
学
校
給
食
配
送
車

　　
　
平
成

１７
年
４
月
現
在
の
職
員

　
数
は
、

４８
名
で
あ
る
が
、
平
成

　
２２
年
４
月
１
日
の
目
標
値
を

　
△
６
・
３
％
３
名
減
の

４５
名
と

　
す
る
。

１２３４５

１２３４５

６７８９１０１１１２

１３

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く

経
費
を
削
減
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
政

改
革
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　
平
成

１７
年
度
を
起
点
と
し
、
お
お
む
ね
平
成

２１
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
に
つ
い
て
、
総
務
省
よ
り
示
さ
れ
た
項
目
に
沿
っ
て
村
の
プ
ラ

ン
を
公
表
し
ま
す
。

区　　　分
年　　　度 H17 － H22

H17 H18 H19 H20 H21 削減率

４
月
１
日
　
定
員
目
標

一般行政部門

特別行政部門
（教育）

公営企業等

  計（全職員数）

対前年度増減

39

7

39 40 41 39 38 △ 2.6％

7 7 5 5 5 △ 2 △ 28.6％
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48

3

2

48

0

2

49

＋ 1

2

48

△ 1

2

46

△ 2

2

45

△ 1

0

△ 3

－

△ 6.3％

☆数値目標の基本的考え方・設定の仕方　
　平成21年までに7名の退職予定者がいる中、4名を新規採用とし、△6.3％3名の減とし、国が示す△4.6％以上の減少を
　目標値として設定する。

平成17年4月1日～平成22年4月1日までの定員管理の数値目標 （単位：人・％）

URL  http//www.vill.ueno.gunma.jp/gyoseijyoho/kakuka/soumuka/kyuyojoho/index.html上野村ホームページ

定員・給与については、総務省より示された公表方法様式等に基づき、以下で公表を行っている。

２００６年３月３０日発行

（１）
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
等

（２）

民
間
委
託
等
の
推
進

（３）

定
員
管
理
の
適
正
化



（７）

○
一
般
行
政
部
門

○
一
般
行
政
部
門

・
総
務
住
民
関
係

　
　
地
方
分
権
の
進
む
中
、
小
規

　
模
町
村
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
住
民

　
の
顔
が
見
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
き

　
め
細
や
か
に
行
え
る
こ
と
で
あ

　
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

　
に
生
か
せ
る
よ
う
な
組
織
作
り

　
を
目
指
す
。

　
　
課
の
統
廃
合
も
含
め
、
職
員

　
の
有
機
的
連
携
を
図
り
、
少
数

　
で
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

　
す
す
め
る
。

・
福
祉
関
係

　
　

４２
％
を
超
え
る
高
齢
化
に
対

　
応
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

　
会
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
連

　
携
調
整
の
た
め
の
最
低
限
の
体

　
制
と
し
、
実
働
は
社
協
に
委
託

　
す
る
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業

　
を
活
用
し
、
自
主
財
源
の
軽
減

　
を
図
る
。

　
　
事
務
移
譲
が
進
む
中
、
小
規

　
模
団
体
で
は
一
村
で
す
べ
て
対

　
応
す
る
こ
と
や
専
門
職
員
を
維

　
持
す
る
こ
と
は
非
常
に
効
率
が

　
悪
い
た
め
、
近
隣
の
町
村
等
と

　
連
携
す
る
な
ど
効
率
の
よ
い
事

　
務
改
善
に
努
め
る
。

　
　
保
育
園
は
若
者
後
継
者
定
住

　
環
境
を
維
持
す
る
上
で
安
全
で

　
安
心
で
き
る
保
育
の
充
実
を
図

　
る
。

・
産
業
振
興
関
係

　
　
上
野
村
の
当
面
最
大
の
目
標

　
で
あ
る
若
者
定
住
化
促
進
に
お

　
け
る
雇
用
の
場
確
保
に
努
め
る
。

　
特
に
公
社
・
農
協
・
森
林
組
合
・

　
社
協
・
漁
協
・
商
工
会
な
ど
公

　
共
的
団
体
や
民
間
と
連
携
し
、

　
直
営
事
業
で
育
て
民
間
に
引
き

　
渡
す
方
向
で
努
力
す
る
。

　
　
地
方
公
務
員
の
増
加
に
は
つ

　
な
が
ら
な
い
よ
う
努
め
な
が
ら

　
一
人
で
も
多
く
安
定
的
に
定
住

　
で
き
る
よ
う
村
全
体
で
一
致
協

　
力
し
て
産
業
振
興
を
推
進
す
る
。

　
　
教
育
関
係
は
、
小
中
学
校
の

　
用
務
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

　
職
員
退
職
後
は
業
務
委
託
ま
た

　
は
派
遣
職
員
等
で
対
応
し
、
減

　
員
と
す
る
。

　
　
小
規
模
自
治
体
と
し
て
特
徴

　
の
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

　
教
育
委
員
会
の
組
織
体
制
の
見

　
直
し
を
行
う
。
ま
た
、
教
育
現

　
場
に
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
も

　
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
と
と

　
も
に
、
村
独
自
で
対
応
可
能
な

　
見
直
し
は
、
積
極
的
に
検
討
す

　
る
。

　
　
か
じ
か
の
里
学
園
に
つ
い
て

　
は
、
指
導
員
も
正
規
職
員
の
み

　
で
な
く
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　
の
ふ
れ
あ
い
で
山
村
教
育
の
良

　
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
群
馬
県
が
提
唱
し
て

　
い
る
「
子
供
を
育
て
る
な
ら
群

　
馬
県
」
を
平
成
４
年
か
ら
実
践

　
し
て
い
る
上
野
村
に
県
の
公
的

　
拠
点
を
配
置
し
て
、
県
の
施
設

　
と
し
て
ま
た
、
日
本
の
教
育
施

　
設
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
事
業
と
し

　
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
長
年

　
の
運
営
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　　
　
平
成

１７
年
９
月
議
会
に
お
い

　
て
手
当
の
規
則
を
条
例
化
し
、

　
そ
の
際
に
見
直
し
た
結
果
、
へ

　
き
地
診
療
所
医
師
の
休
日
当
番

　
手
当
・
夜
間
診
療
手
当
・
急
患

　
対
応
手
当
の
３
項
目
と
、
一
般

　
職
員
関
係
で
「
感
染
症
等
防
疫

　
作
業
手
当
」「
行
旅
病
人
又
は

　
行
旅
死
亡
人
取
扱
手
当
」
「
捜

　
索
救
助
出
動
手
当
」
及
び
除
雪

　
等
の
際
の「
建
設
機
械
運
転
業

　
務
手
当
」
の
７
項
目
の
み
と
な

　
っ
て
い
る
。

　
　
職
員
給
与
は
、
事
業
量
も
多

　
い
な
か
一
人
何
役
も
こ
な
し
な

　
が
ら
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
８７

　
％
と
低
水
準
に
抑
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
年
功
序
列
の
給
与
支
給

　
か
ら
積
極
的
な
職
員
を
評
価
で

　
き
る
勤
務
実
績
に
応
じ
た
人
事

　
評
価
シ
ス
テ
ム
に
移
行
さ
せ
た

　
い
。

　　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
上
野
振
興

　
公
社
の
一
社
の
み
で
あ
る
が
村

　
の
出
資
比
率
が
９８
・

７５
％
で
あ

　
り
、
定
住
人
口
維
持
増
加
の
た

　
め
の
雇
用
の
場
と
し
て
大
事
な

　
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
村

　
と
し
て
も
経
営
内
容
は
把
握
し

　
て
お
り
、
外
部
法
人
よ
り
職
員

　
派
遣
を
受
け
入
れ
経
営
改
善
に

　
努
め
て
い
る
。

　
　
外
部
法
人
か
ら
の
職
員
派
遣

　
期
間
が
終
わ
る
平
成

１８
年
度
に

　
は
公
社
の
改
善
計
画
を
改
め
て

　
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　

　　
　
一
般
事
務
経
費
の
削
減
に
よ

　
り
、
建
設
的
な
定
住
事
業
の
拡

　
大
を
目
指
す
。
高
齢
化
社
会
の

　
先
進
地
と
し
て
元
気
な
お
年
寄

　
り
が
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
の

　
面
倒
を
見
る
相
互
扶
助
シ
ス
テ

　
ム
の
充
実
や
、
自
然
の
中
で
協

　
力
し
て
暮
ら
す
人
間
ら
し
い
生

　
活
に
憧
れ
て
入
っ
て
く
る
若
者

　
に
対
応
し
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
の
創
造
を
発
信
す
る
。

　
　
　
　

　　
　
簡
易
水
道
事
業
は
人
口
減
少

　
に
伴
い
収
入
の
減
少
が
見
込
ま

　
れ
る
が
、
生
活
環
境
維
持
の
基

　
本
で
あ
る
た
め
、
良
好
な
水
質

　
維
持
に
努
め
定
住
策
の
一
つ
と

　
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

２００６年３月３０日発行

○
一
般
行
政
部
門

○
特
別
行
政
部
門

○
特
別
行
政
部
門

○
特
別
行
政
部
門

（４）
手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め

と
す
る
給
与
の
適
正
化

（５）
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

（７）

地
方
公
営
企
業
関
係

（６）
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果


